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1. 2023年3月期第3四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する四半期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 62,772 3.0 19,800 △6.7 13,967 △3.1

2022年3月期第3四半期 60,937 8.8 21,229 49.3 14,421 56.0

（注）包括利益 2023年3月期第3四半期　　△16,588百万円 （―％） 2022年3月期第3四半期　　14,725百万円 （△13.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第3四半期 212.57 212.38

2022年3月期第3四半期 214.45 214.24

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 5,753,069 220,710 3.8

2022年3月期 5,880,722 242,850 4.1

（参考）自己資本 2023年3月期第3四半期 218,906百万円 2022年3月期 241,036百万円

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。

　　　なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00

2023年3月期 ― 20.00 ―

2023年3月期（予想） 20.00 40.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年3月期の連結業績予想（2022年4月1日～2023年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 82,100 0.6 3,900 △83.9 3,000 △80.6 45.74

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．６「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧くださ

　　　い。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期3Q 67,300,000 株 2022年3月期 67,300,000 株

② 期末自己株式数 2023年3月期3Q 2,097,642 株 2022年3月期 1,015,902 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期3Q 65,707,684 株 2022年3月期3Q 67,248,027 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

　実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における連結経営成績につきましては、貸出金利息が増加し、預金等

利息が減少したものの、債券貸借取引支払利息が増加したことなどにより、資金利益は減少しまし

た。また、役務取引等利益が増加し、営業経費は減少したものの、国債等債券損益は減少しまし

た。

以上などにより、経常収益は前年同期比18億35百万円増加の627億72百万円、経常費用は前年同

期比32億63百万円増加の429億71百万円、経常利益は前年同期比14億29百万円減少の198億円とな

り、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比4億54百万円減少の139億67百万円となりま

した。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における連結財政状態につきましては、総資産が5兆7,530億円、純

資産が2,207億円となりました。

貸出金につきましては、中小企業向け貸出等が増加したことなどから、前連結会計年度末比

1,623億円増加の3兆5,723億円となりました。

預金・譲渡性預金につきましては、前連結会計年度末比811億円増加の4兆6,561億円となりまし

た。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年３月期の業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、2022年５月13日に公表しま

した業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日公表しております「業績予想の修正

に関するお知らせ」をご覧ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

現金預け金 1,375,103 1,175,809

買入金銭債権 0 0

商品有価証券 46 28

金銭の信託 9,783 9,493

有価証券 982,230 867,131

貸出金 3,409,994 3,572,382

外国為替 2,740 3,471

その他資産 56,633 70,775

有形固定資産 34,131 33,952

無形固定資産 3,650 4,047

退職給付に係る資産 27,150 27,476

繰延税金資産 518 10,217

支払承諾見返 7,579 7,183

貸倒引当金 △28,841 △28,901

資産の部合計 5,880,722 5,753,069

負債の部

預金 4,520,653 4,611,553

譲渡性預金 54,391 44,640

売現先勘定 ― 6,624

債券貸借取引受入担保金 201,847 157,876

借用金 795,202 670,123

外国為替 197 212

その他負債 54,223 32,950

退職給付に係る負債 29 30

睡眠預金払戻損失引当金 547 461

偶発損失引当金 388 359

繰延税金負債 2,812 342

支払承諾 7,579 7,183

負債の部合計 5,637,872 5,532,358

純資産の部

資本金 80,096 80,096

資本剰余金 1,722 1,722

利益剰余金 150,926 160,897

自己株式 △1,615 △3,144

株主資本合計 231,130 239,571

その他有価証券評価差額金 1,787 △27,748

繰延ヘッジ損益 306 431

退職給付に係る調整累計額 7,811 6,652

その他の包括利益累計額合計 9,906 △20,664

新株予約権 101 78

非支配株主持分 1,712 1,725

純資産の部合計 242,850 220,710

負債及び純資産の部合計 5,880,722 5,753,069
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

経常収益 60,937 62,772

資金運用収益 34,689 35,200

(うち貸出金利息) 25,656 26,055

(うち有価証券利息配当金) 7,898 8,037

役務取引等収益 12,592 12,781

その他業務収益 8,085 8,551

その他経常収益 5,569 6,239

経常費用 39,708 42,971

資金調達費用 450 2,845

(うち預金利息) 104 82

役務取引等費用 3,862 3,812

その他業務費用 8,275 10,221

営業経費 24,012 23,605

その他経常費用 3,107 2,486

経常利益 21,229 19,800

特別利益 0 0

固定資産処分益 0 0

特別損失 152 30

固定資産処分損 149 22

減損損失 3 7

税金等調整前四半期純利益 21,076 19,770

法人税、住民税及び事業税 5,334 4,858

法人税等調整額 1,180 910

法人税等合計 6,515 5,769

四半期純利益 14,560 14,000

非支配株主に帰属する四半期純利益 139 32

親会社株主に帰属する四半期純利益 14,421 13,967
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

四半期純利益 14,560 14,000

その他の包括利益 164 △30,589

その他有価証券評価差額金 1,445 △29,555

繰延ヘッジ損益 49 124

退職給付に係る調整額 △1,330 △1,158

四半期包括利益 14,725 △16,588

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 14,619 △16,603

非支配株主に係る四半期包括利益 105 14
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17

日。以下「時価算定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用

し、時価算定会計基準適用指針第27-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適

用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとしております。なお、当該会計

基準適用指針の適用が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りに用いた仮定）

新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りに用いた仮定については、当第３四

半期連結累計期間において、前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記

載した内容から重要な変更はありません。
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１．損益の状況
　

（単位：百万円）

前年同期比

1  55,826  1,587  54,239

2  36,437 △  3,260  39,697

3  32,375 △  1,890  34,265

4 うち貸出金利息  26,073  395  25,678

5 うち有価証券利息配当金  8,040  139  7,901

6 うち投資信託解約損益  1,674  191  1,483

7 うち預金等利息（△）  84 △  21  105

8  6,542  107  6,435

9 その他業務利益 △  2,480 △  1,477 △  1,003

10 うち国債等債券損益 △  4,201 △  2,700 △  1,501

11  23,556 △  676  24,232

12  12,880 △  2,585  15,465

13  17,082  116  16,966

14  15,407 △  76  15,483

15 △  170 △  550  380

16  13,050 △  2,034  15,084

17  5,619  638  4,981

18 不良債権処理額②（△）  1,342  755  587

19 （与信費用①＋②（△）） (1,172)  (204) (968)

20 うち貸出金償却（△）  401 △  353  754

21  850  1,067 △  217

22 償却債権取立益  619  162  457

23 株式等関係損益  4,176  1,651  2,525

24 その他臨時損益  2,165 △  420  2,585

25  18,670 △  1,395  20,065

26 △  30  122 △  152

27 税引前四半期純利益  18,640 △  1,273  19,913

28 法人税等合計（△）  5,407 △  779  6,186

29 法人税、住民税及び事業税（△）  4,461 △  613  5,074

30 法人税等調整額（△）  945 △  167  1,112

31  13,233 △  493  13,726

32  524  17  507

33  10,633  1,137  9,496

（注）１．コア業務純益とは、一般貸倒引当金繰入前、国債等債券損益（債券５勘定尻）控除後の業務純益です。

　　　２．与信コスト総額は、与信費用に償却債権取立益などの与信関連損益を加味して算出しております。

　　　３．顧客向けサービス業務利益は、以下の通りです。

　　　　　顧客向けサービス業務利益＝貸出金平残×預貸金利回差＋役務取引等利益－営業経費

　　　４．（△）は損失項目です。

特別損益

四半期純利益

与信コスト総額（△）

顧客向けサービス業務利益

うちコア業務純益（除く投資信託解約損益）

一般貸倒引当金繰入額①（△）

業務純益

臨時損益

うち個別貸倒引当金繰入額（△）

経常利益

業務粗利益　

資金利益

役務取引等利益

経費（除く臨時処理分）（△）

実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

うちコア業務純益

○貸出金利息は貸出金残高の増加により前年同期比３億円増加の２６０億円、役務取引等利益は事業性関連収益の増加
　などにより前年同期比１億円増加の６５億円、経費は前年同期比６億円減少の２３５億円となりました。
　顧客向けサービス業務利益は前年同期比１１億円増加の１０６億円となるなど、本業の利益は順調に増加しておりま
　す。
○国債等債券損益は外国債券等の売却損を計上したことにより前年同期比２７億円減少しましたが、一方で株式等売却
　益を計上したことにより、株式等関係損益は前年同期比１６億円増加の４１億円となりました。

（単体）
2023年3月期
第3四半期

2022年3月期
第3四半期

経常収益　

1
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２．預金等、貸出金の残高
（単位：百万円）

2022年3月末比 2021年12月末比

1 預金・譲渡性預金（期末残高） 4,677,388 80,966 43,596 4,596,422 4,633,792 

2 うち預金 4,622,748 90,718 49,981 4,532,030 4,572,767 

3 うち個人預金 3,189,932 70,442 45,649 3,119,490 3,144,283 

4 貸出金（期末残高） 3,588,513 164,495 174,921 3,424,018 3,413,592 

5 うち消費者ローン 1,170,076 44,931 57,868 1,125,145 1,112,208 

6 うち住宅ローン 963,039 33,491 42,503 929,548 920,536 

7 中小企業等貸出金（期末残高） 2,692,022 110,134 137,024 2,581,888 2,554,998 

３．預かり資産残高、預かり資産関連販売額
（単位：百万円）

2022年3月末比 2021年12月末比

1 預かり資産残高（期末残高） 140,588 △  8,244 △  5,062 148,832 145,650 

2 137,092 △  8,030 △  4,743 145,122 141,835 

3 3,496 △  214 △  318 3,710 3,814 

（単位：百万円）

前年同期比

1 預かり資産関連販売額 70,302 △  19,284 89,586 

2 34,355 △  28,305 62,660 

3 4,370 △  2,437 6,807 

4 31,576 11,458 20,118 

４．自己資本比率（国内基準）
（単位：百万円）

2022年3月末比

1 自己資本比率（2÷5） 10.86%  0.04㌽ 10.82%

2 自己資本（3－4） 226,709 9,167 217,542 

3 コア資本に係る基礎項目 248,670 9,681 238,989 

4 コア資本に係る調整項目 21,961 515 21,446 

5 リスク・アセット等 2,086,145 75,740 2,010,405 

6 総所要自己資本額（5×4%） 83,445 3,029 80,416 

（単位：百万円）

2022年3月末比

1 自己資本比率（2÷5） 10.18%  0.03㌽ 10.15%

2 自己資本（3－4） 212,681 8,230 204,451 

3 コア資本に係る基礎項目 229,318 10,370 218,948 

4 コア資本に係る調整項目 16,637 2,141 14,496 

5 リスク・アセット等 2,088,623 74,539 2,014,084 

6 総所要自己資本額（5×4%） 83,544 2,981 80,563 

（連結）

（単体）

投資信託

個人年金保険等

証券仲介

2023年3月期
第3四半期

2022年12月末

（単体）

2022年3月末 2021年12月末

2022年3月末 2021年12月末

2022年12月末 2022年3月末

2022年3月期
第3四半期

2022年12月末

2022年12月末

2022年3月末

投資信託

国債等

（単体）

（単体）

2
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５．時価のある有価証券の評価差額

1 満期保有目的

2 その他有価証券

3 株式　

4 債券

5 その他

6 総合計

６．金融再生法開示債権

1

2

3

4

5

6

7

以　　上

合計額  3,634,489  163,357  171,950  3,471,132  3,462,539

正常債権額  3,551,932  159,848  169,661  3,392,084  3,382,271

（合計債権残高に占める比率） (2.27%) (△  0.00㌽) (△  0.04㌽) (2.27%) (2.31%)

小計  82,557  3,510  2,290  79,047  80,267

要管理債権額  12,289  783  1,482  11,506  10,807

危険債権額  55,837  3,389  1,127  52,448  54,710

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額  14,429 △  664 △  321  15,093  14,750

（単体） 2022年12月末 2022年3月末 2021年12月末
2022年3月末比 2021年12月末比

 21,787

（注）時価のある子会社・関連会社株式はございません。

（単位：百万円）

△  41,470 △  42,159  15,856  57,326  689  22,477

 17,224

 3,825

 11,800 △  5,385

△  39,853 △  24,922  2,652  42,506 △  14,931  2,292

△  13,399 △  11,838  705  14,104 △  1,561  2,264

 12,497  697  17,185  17,920

－  2

 21,785

 734

△  41,452 △  42,144  15,856  57,308  692  22,477

2022年3月末比

△  17 △  15 －  17 △  2

（単位：百万円）

（単体）

2022年12月末 2022年3月末

評価差額 評価差額
評価益 評価損 評価益 評価損

○当第３四半期のその他有価証券評価差額は、金利上昇を主な要因として国債等の債券やその他（外国債券
　など）の評価差額が減少し、４１４億円の含み損となりました。
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２０２３年３月期　第３四半期決算について ２０２３年２月３日

＜業績概要（単体）＞

＜顧客向けサービス業務利益＞ ＜コア業務純益・経常利益・四半期純利益＞

株式会社　紀陽銀行

（注） 業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因
により大きく異なる可能性があります。

〇当第３四半期の単体の経営成績につきましては、貸出金利息や役務取引等利益が増加し、経費が減少しまし
た。また、海外市場における金利上昇を受けた外国債券等の一部売却により国債等債券売却損を計上したも
のの、株式等売却益を計上しました。以上の要因などから、コア業務純益（除く投資信託解約損益）は前年
同期と同水準の１５４億円、四半期純利益は前年同期比５億円減少の１３２億円となりました。

〇「銀行の本業で稼ぐ力」を示す重要な指標と位置付けている顧客向けサービス業務利益は、前年同期比１２
億円増加の１０６億円となりました。
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※顧客向けサービス業務利益

＝貸出金平残×預貸金利回差＋役務取引等利益－営業経費
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0
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160

200

240

2020/12 2021/12 2022/12

コア業務純益（※） 経常利益 四半期純利益(億円）

※除く投資信託解約損益

（単位：億円）

前年同期比

1 364 △  32 396 

2 323 △  19 342 

3 うち貸出金利息 260 4            256 

4 うち有価証券利息配当金 80 1            79 

5 うち投資信託解約損益 16 2            14 

6 うち預金等利息（△） 0 △  1 1 

7 65 1            64 

8 うち役務取引等収益 109 1            108 

9 うち役務取引等費用（△） 44 0            44 

10 △ 24 △  14 △ 10 

11 うち国債等債券損益 △ 42 △  27 △ 15 

12 235 △  7 242 

13 実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 128 △  26 154 

14 うちコア業務純益 170 1            169 

15 うちコア業務純益（除く投資信託解約損益） 154 △  0 154 

16 △ 1 △  4 3 

17 業務純益 130 △  20 150 

18 56 7            49 

19 13 8            5 

20 うち償却債権取立益 6 2            4 

21 41 16           25 

22 経常利益 186 △  14 200 

23 △ 0 1            △ 1 

24 54 △  7 61 

25 四半期純利益 132 △  5 137 

26 与信コスト総額（△） 5 0            5 

27 106          12           94           

2023年3月期
第3四半期

2022年3月期
第3四半期

業務粗利益　

資金利益

役務取引等利益

うち株式等関係損益

特別損益

法人税等（△）

顧客向けサービス業務利益

その他業務利益

経費（△）

一般貸倒引当金繰入額（△）

臨時損益

うち不良債権処理額（△）

1



株式会社　紀陽銀行

＜貸出金残高＞ ＜貸出金利息・貸出金利回 ＞

＜預金等＞ ＜預かり資産残高＞
　
　

＜役務取引等収益＞ ＜経費・本業ＯＨＲ＞

＜連結・単体最終利益＞ ＜自己資本比率＞
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